


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































江    
渡
御
。
曲
馬
上
覧
。
御
供
金
田
遠
江
守
殿
、
堀
田
対
馬
守
殿
、
朽
木
和
泉
守
殿
、
戸
田
又
兵
衛
殿
、
御
先
江
御
老
中
、
并
牧
野
備
後
守
殿
、
高
家
衆
、
御
詰
衆
、
芙
蓉
之
間
衆
、
参
候
。
御
留
守
阿
部
豊
後
守
殿
、
板
倉
市
正
殿
、
并
御
留
守
居
衆
、
御
目
付
衆
。
　
　
　
朝
鮮
人
曲
馬
　
立
一
参
扇
子
持 
逆
立　
　
　
　
　
　
左
右
歩
　
左
右
添 
く
わ
ん
ぬ
き
添　
　
横
乗
　
脇
添 
下
前
　
　
　
参
出
之
人
数
　
上
々
官
三
人　
　
軍
官
三
人　
　
馬
乗
二
人
、
呉
稈
将
・
邪
裨
将
　
小
童
三
人　
　
　
中
官
七
人　
　
下
官
八
人
　
　
　
右
不
残
於
評
定
所
御
菓
子
被
下
之
。
　
還
御
已
後
御
三
人
方
よ
り
御
使
者
被
上
之
云
々
。
此
義
今
日
江
戸
よ
り
申
来
也
。
九
月
四
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
に
五
つ
の
記
事
が
あ
り
、
七
度
目
の
朝
鮮
通
信
使
参
上
の
次
第
を
記
す
。
天
和
二
年
（
朝
鮮
暦
粛
宗
八
年
）
の
来
聘
は
、
日
― 24―
本
側
朝
鮮
側
共
に
、
将
軍
綱
吉
の
襲
職
祝
賀
を
目
的
に
催
さ
れ
た
。
通
信
使
は
八
月
二
十
一
日
に
江
戸
に
着
府
し
、
二
十
七
日
に
登
城
し
将
軍
に
御
目
見
え
し
た
。
朝
鮮
側
の
三
使
（
正
使
、
副
使
、
従
事
官
）
は
、
尹
完
趾
、
李
彦
綱
、
朴
慶
後
の
三
人
で
、
人
員
は
四
七
三
人
（『
国
史
大
辞
典
』
朝
鮮
王
朝
通
信
使
一
覧
よ
り
）。
四
日
は
、
巳
刻
（
午
前
十
時
頃
）
か
ら
江
戸
城
中
大
広
間
に
お
い
て
、
紀
伊
中
納
言
以
下
諸
大
名
が
列
座
す
る
中
、
聘
礼
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
御
目
見
の
次
第
と
、
朝
鮮
国
王
か
ら
の
進
物
、
宗
対
馬
守
へ
の
進
物
の
詳
細
を
記
録
し
て
い
る
。
対
馬
藩
は
、
幕
府
の
朝
鮮
外
交
の
窓
口
と
さ
れ
、
宗
氏
は
通
信
使
を
幕
府
へ
と
案
内
す
る
役
を
勤
め
た
。
翌
五
日
に
は
、
朝
鮮
人
に
よ
る
曲
馬
（
馬
を
用
い
て
行
う
軽
業
芸
）
が
披
露
さ
れ
（
本
文
前
出
）、
七
日
に
は
朝
鮮
使
三
百
有
余
人
が
途
中
楽
を
奏
し
つ
つ
宗
対
馬
守
邸
に
赴
い
た
こ
と
（
二
十
五
日
条
）
な
ど
、
接
待
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
【
天
和
二
年
十
月
十
五
日
】
十
五
日　
如
例
出
仕
之
面
々
御
目
見
。
笹
原
六
郎
左
衛
門
、
一
色
主
膳
。
但
御
馬
廻
之
輩
御
目
見
、
并
竹
田
平
四
郎
以
下
此
日
京
都
よ
り
罷
越
役
者
之
者
共
御
礼
申
上
。
十
五
日
に
京
都
住
の
抱
役
者
、
竹
田
平
四
郎
（
権
兵
衛
広
富
）
ら
が
金
沢
に
参
着
し
、
そ
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
た
め
に
登
城
し
た
こ
と
が
わ
か
る
記
事
。
【
天
和
二
年
十
一
月
十
三
日
】
十
三
日　
天
晴
。
先
比
御
拝
領
之
鶴　
御
披
也
。
御
代
初
而
之
御
拝
領
、
且
又
、
御
内
意
ハ
御
祝
儀
を
も
被
相
兼
ニ
付
、
御
能
被
仰
付
云
々
。
　
辰
刻
、
大
書
院
御
出
、
御
上
段
之
下　
御
着
座
。
此
時
竹
之
間
ニ
、
左
之
面
々
群
居
。
間
之
襖
障
子
左
右
へ
開
之
、
一
統
ニ
御
目
見
。
本
多
安
房
、
前
田
佐
渡
等
、
御
敷
居
際
ニ
祗
候
。
今
日
之
儀
、
御
会
釈
有
之
。
畢
而
、
襖
障
子
立
之
、
御
座
を
被
直
。
奥
村
伊
与
御
能
初
之
御
使
勤
之
長
袴
也
。
小
書
院
ハ
尤
御
簾
を
被
懸
、
御
姫
様
御
見
物
也
。　
御
座
之
所
、
御
簾
被
懸
之
。
御
左
之
方
御
縁
ニ
横
山
筑
後
、
前
田
備
前
、
前
田
与
十
郎
、
奥
村
兵
部
、
沢
田
宗
堅
、
祗
候
。
但
、
兵
部
ハ
御
先
立
等
役
儀
有
之
付
不
レ
出
。
同
御
縁
此
ノ
面
々
よ
り
少
引
放
し
、
安
房
、
佐
渡
、
壱
岐
、
伊
与
、
祗
候
。
御
右
之
方
つ
い
立
を
立
、
其
後
ニ
前
田
備
後
以
下
群
居
。
　
　
着
座
之
面
々
前
田
備
後
・
長
九
郎
左
衛
門
・
横
山
左
衛
門
・
村
井
藤
十
郎
・
今
枝
内
記
・
小
幡
宮
内
・
前
田
万
之
助
・
成
瀬
内
蔵
助
・
津
田
玄
蕃
・
寺
西
若
狭
・
前
田
主
膳
・
前
田
左
京
・
前
田
虎
之
助
・
前
田
五
左
衛
門
・
岡
嶋
与
兵
衛
・
中
川
采
女
・
生
駒
内
膳
・
松
平
玄
蕃
・
玉
井
勘
解
由
・
笹
原
主
水
・
西
尾
与
三
衛
門
・
竹
田
五
郎
左
衛
門
・
小
幡
右
京
・
本
多
図
書
・
奥
村
中
務
・
青
山
彦
三
郎
・
織
田
小
八
郎
・
仙
石
三
右
衛
門
・
成
瀬
八
郎
左
衛
門
・
奥
村
又
十
郎
・
加
藤
図
書
・
多
賀
与
一
右
衛
門
・
葛
巻
十
右
衛
門
・
横
山
隼
人
・
伴
源
八
郎
・
松
平
藤
右
衛
門
・
水
野
八
郎
兵
衛
、
以
上
人
持
。
富
永
小
右
衛
門
助
晴
・
津
田
宇
右
衛
門
・
笹
原
六
郎
左
衛
門
・
近
藤
新
左
衛
門
・
水
原
清
左
衛
門
重
保
・
森
小
左
衛
門
・
一
色
主
膳
昌
長
・
野
村
伊
兵
衛
已
上
御
馬
廻
組
頭　
　
。
里
見
七
左
衛
門
・
岡
田
十
右
衛
門
以
上
町
御
奉
行
。
津
田
伊
織
盛
昭
・
藤
田
八
郎
兵
衛
已
上
新
番
組
御
徒
頭　
　
。
寺
西
左
平
次
・
不
破
平
左
衛
門
・
脇
田
七
兵
衛
・
高
田
源
左
衛
門
以
上
平
組
御
徒
頭　
　
　
。
小
川
庄
右
衛
門
重
元
・
山
崎
治
部
左
衛
門
・
玉
井
藤
左
衛
門
以
上
御
持
筒
大
組
頭　
。
加
藤
十
左
衛
門
・
半
田
権
佐
・
小
泉
勘
十
郎
・
原
田
又
右
衛
門
・
吉
田
左
太
夫
・
半
田
惣
兵
衛
以
上
御
持
筒
御
持
弓
頭
。
吉
田
左
門
・
茨
木
伝
右
衛
門
・
青
木
新
兵
衛
・
岡
田
喜
六
郎
・
小
寺
平
左
衛
門
以
上
御
先
筒
御
先
弓
頭
。
本
多
主
殿
・
堀
右
京
・
長
竹
之
助
連
― 25―
房
・
奥
村
三
郎
兵
衛
・
中
川
定
半
・
岡
嶋
以
心
・
長
瀬
半
斎
新
九
郎
事
・
吉
田
是
水
・
大
野
智
石
・
一
色
瀬
兵
衛
・
山
口
弥
五
兵
衛
・
津
田
次
郎
右
衛
門
。
　
　
御
能
組
　
　
　
平
四
郎
　
翁　
　
　
　
千
歳　
　
市
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
三
番
三　
金
右
衛
門
　
　
　
同
　
老　
松　
　
勘
右
衛
門　
　
　
大　
孫 
兵 
衛　
太　
金　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小　
四
郎
兵
衛　
笛　
長
左
衛
門
　
　
　
　
末
広　
　
　
　
　
　
　
弥
三
左
衛
門
　
　
　
市
十
郎
　
忠　
度　
　
与
平
次　
　
　
　
　
　
市　
佑　
　
　
　
五
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
太
夫
　
　
　
　
鴈
盗
人　
　
　
　
　
　
弥
三
左
衛
門
　
　
　
平
四
郎
　
湯　
谷　
　
万
右
衛
門　
　
　
　
　
仁 
兵 
衛　
　
　
治 
兵 
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
兵
衛
　
　
　
　
御
中
入
　
　
　
平
四
郎
　
藤　
永　
　
友
之
進　
　
　
　
　
　
五 
兵 
衛　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門　
　
　
長 
五 
郎
　
　
　
　
　
福
神　
　
　
　
□
（
虫
損
、
金
カ
）
右
衛
門
　
　
　
左
平
次
　
祝　
言　
　
甚　
助　
　
　
　
　
　
作 
十 
郎　
　
　
伊
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
左
衛
門　
　
　
五
郎
兵
衛
　
　
　
　
岩
舟
也
○
老
松
、
大
夫
中
入
よ
り
御
簾
を
被
垂
。
○ 
湯
谷
相
済
、
御
中
入
。
於
表
御
居
間
、
鶴
御
頂
戴
。
畢
而
、
安
房
・
佐
渡
・
壱
岐
・
伊
与
、
於
此
所
御
料
理
被
下
之
〔
但
御
汁
斗
也
。
御
膳
ハ
御
居
間
ニ
て
被
召
上
。〕
御
勝
手
ニ
筑
後
・
備
前
・
与
十
郎
・
兵
部
、
御
振
廻
方
ハ
野
村
与
三
兵
衛
・
藤
田
平
兵
衛
・
永
井
伝
七
郎
・
有
賀
甚
六
郎
・
稲
垣
三
郎
兵
衛
、
奉
行
之
。
御
料
理
之
内
ニ
、
兵
部
為
御
使
罷
出
、
筑
後
依　
仰
、
挨
拶
ニ
罷
出
。
右
畢
而
、
筑
後
以
下
四
人
於
御
勝
手
御
料
理
被
下
之
。
年
寄
中
御
料
理
相
済
以
後
、
表
着
座
之
面
々
江
御
料
理
出
。
為
御
使
年
寄
中
罷
出
。
○
右
御
通
、
何
茂
御
小
将
組
勤
之
。
○
今
日
頭
並
之
外
ハ
皆
以
常
服
半
上
下
也
。
○ 
白
洲
見
物
有
之
。
但
、
雨
天
ニ
候
ハ
ゞ
不
可
入
之
旨
被
仰
出
。
天
晴
ニ
付
如
此
。
○ 
筑
後
・
備
前
な
と
御
料
理
相
済
、
以
後
野
村
・
前
田
等
於
長
床
之
間
、
御
料
理
被
下
之
。
○ 
今
日
役
儀
有
之
御
勝
手
ニ
罷
有
人
持
并
組
頭
等
御
料
理
ハ
於
御
勝
手
被
下
之
。
明
日
又
御
能
被
仰
付
ニ
よ
て
、
此
面
々
罷
出
、
見
物
可
仕
旨
被
仰
出
云
々
。
綱
吉
の
代
に
な
っ
て
初
め
て
御
鷹
の
鶴
拝
領
が
あ
り
、
御
代
替
祝
儀
も
兼
ね
た
規
式
能
の
記
事
。
十
一
月
一
日
条
に
、
御
鷹
の
鶴
下
賜
に
つ
き
老
中
よ
り
の
奉
書
が
到
来
し
た
記
事
が
あ
る
。
翁
付
五
番
立
の
番
組
で
、
天
候
に
恵
ま
れ
白
洲
に
も
見
物
人
が
入
る
、
大
き
な
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。〈
湯
谷
〉
の
後
に
中
入
が
あ
り
、
御
拝
領
の
鶴
が
振
舞
わ
れ
た
。
翌
十
四
日
が
後
日
能
で
こ
ち
ら
は
翁
は
な
し
。
― 26―
以
下
、
役
者
に
つ
い
て
触
れ
る
。『
演
劇
映
像
学
2
0
0
8
・
2
0
1
0
・ 
2
0
1
1
』
報
告
分
に
既
出
の
未
詳
の
役
者
で
、
考
証
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「【
該
当
記
事
の
年
月
日
】
発
行
年
」
と
い
う
形
で
示
す
。
該
当
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。
シ
テ
の
平
四
郎
は
竹
田
平
四
郎
（
権
兵
衛
広
富
）
で
〈
翁
・
老
松
・
湯
谷
・
藤
永
〉
の
四
番
、
市
十
郎
は
諸
橋
市
十
郎
で
〈
忠
度
〉
を
、
左
平
次
は
波
吉
左
平
次
で
〈
岩
舟
〉
を
一
番
ず
つ
勤
め
て
い
る
。
諸
橋
・
波
吉
は
金
沢
在
住
の
抱
え
役
者
で
あ
る
。
京
都
と
金
沢
の
役
者
に
よ
る
演
能
。
ワ
キ
の
勘
右
衛
門
は
春
藤
勘
右
衛
門
（
春
藤
流
・
京
都
）、
与
平
次
は
未
詳
（【
延
宝
五
年
二
月
二
十
一
日
】2008
）。
万
右
衛
門
は
春
藤
万
右
衛
門
（
春
藤
流
・
京
都
）、
友
之
進
は
高
安
友
之
進
（
春
藤
流
・
金
沢
）、
甚
助
は
竹
中
甚
助
（
春
藤
流
・
金
沢
）。
笛
方
は
、
長
左
衛
門
が
杉
長
左
衛
門
（
森
田
流
・
京
都
）、
五
郎
兵
衛
は
京
屋
五
郎
兵
衛
（
森
田
流
・
金
沢
）、
治
兵
衛
・
長
五
郎
に
つ
い
て
は
未
詳
。
小
鼓
方
は
、
四
郎
兵
衛
は
福
井
四
郎
兵
衛
か
（【
延
宝
八
年
十
二
月
十
五
日
】
2010
）、
惣
大
夫
は
加
藤
惣
大
夫
（
金
沢
）、
二
郎
兵
衛
は
糟
谷
次
郎
兵
衛
（
幸
流
・
京
都
）、
宇
右
衛
門
は
熊
木
宇
右
衛
門
か
（
幸
流
・
京
都
。『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
に
幸
清
五
郎
弟
子
と
あ
る
）、
庄
左
衛
門
は
未
詳
。
大
鼓
方
は
、
孫
兵
衛
は
石
井
孫
兵
衛
（
石
井
流
・
京
都
、
仁
兵
衛
の
子
）、
市
佑
は
加
藤
市
佑
（
市
之
丞
と
も
。
紙
細
工
人
加
藤
理
右
衛
門
の
子
息
、
勘
左
衛
門
の
兄
。
葛
野
九
郎
兵
衛
の
弟
子
。）、
仁
兵
衛
は
石
井
仁
兵
衛
（
石
井
流
・
京
都
）。
五
兵
衛
は
馬
場
五
兵
衛
（『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
に
「
石
井
仁
兵
衛
弟
子
」）、
作
十
郎
は
長
命
作
十
郎
（【
延
宝
九
年
正
月
二
十
七
日
】2010
）。
太
鼓
は
、
金
七
が
小
寺
金
七
（
観
世
流
・
京
都
）、
太
左
衛
門
は
藤
本
太
左
衛
門
（
観
世
流
・
金
沢
）、
伊
左
衛
門
は
氷
見
屋
伊
左
衛
門
（
観
世
流
・
金
沢
）
で
あ
る
。
狂
言
方
は
、
金
右
衛
門
が
大
蔵
金
右
衛
門
（
大
蔵
流
・
京
都
）、
弥
三
左
衛
門
が
西
村
弥
三
左
衛
門
（【
延
宝
五
年
三
月
九
日
】2008
）。
【
同
年
同
月
十
四
日
】
十
四
日　
天
晴
。
及
晩
雨
降
。
今
日
御
能
被
仰
付
之
。
於
上
段
、
御
姫
様
御
見
物
也
。
老
中
并
筑
後
、
備
前
、
与
十
郎
、
兵
部
、
其
外
奏
者
番
組
頭
之
内
、
昨
日
役
儀
有
之
面
々
登
城
。
且
又
、
惣
御
小
将
中
、
御
馬
廻
組
之
内
、
役
懸
之
面
々
等
、
見
物
被
仰
付
之
。
白
洲
見
物
ハ
無
之
。
御
能
、
朝
五
つ
前
初
り
、
暮
六
前
相
済
。
御
能
組
　
　
市
十
郎
加　
茂　
　
万
右
衛
門　
　
　
　
市 
之 
佑　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門　
　
　
治 
兵 
衛
　
　
　
い
ま
参
　
　
左
平
次
八　
嶋　
　
七
郎
兵
衛　
　
　
　
五 
兵 
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
八
幡
前
　
　
平
四
郎
江　
口　
　
甚　
助　
　
　
　
　
孫 
兵 
衛　
　
　
長 
九 
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛
　
　
　
入
間
川
　
　
市
十
郎
小
鍛
冶　
　
万
右
衛
門　
　
　
　
勘
左
衛
門　
　
　
円　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣 
大 
夫　
　
　
五
郎
兵
衛
　
御
中
入
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平
四
郎
西
行
桜　
　
勘
右
衛
門　
　
　
　
仁 
兵 
衛　
　
　
金　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛　
　
　
治 
兵 
衛
　
　
　
ふ
ず
ま
ふ
　
　
左
平
次
羅
生
門　
　
友
之
進　
　
　
　
　
作 
十 
郎　
　
　
伊
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門　
　
　
長 
九 
郎
　
　
　
し
だ
ふ
ほ
う
が
く
　
　
平
四
郎　
　
　
　
　
御
好安　
宅　
　
友
之
進　
　
　
　
　
五 
兵 
衛　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門
　
　
　
ふ
ミ
山
だ
ち
　
　
市
十
郎
同
熊　
坂　
　
甚　
助　
　
　
　
　
勘
左
衛
門　
　
　
円　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛　
　
　
長 
九 
郎
同
乱　
　
　
与
平
次　
　
　
　
　
　
市 
之 
丞　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛　
　
　
長
左
衛
門
御
鷹
之
鶴
拝
領
・
御
代
替
祝
儀
能
第
二
日
、
家
中
披
露
分
の
記
事
。
姫
君
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
能
好
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
御
恭
様
で
あ
る
（【
延
宝
五
年
二
月
二
十
一
日
】、【
延
宝
六
年
十
月
十
九
日
】、【
延
宝
七
年
三
月
十
四
日
】2008
）。
乞
能
で
〈
安
宅
・
熊
坂
・
乱
〉
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
に
も
彼
女
の
嗜
好
が
見
て
取
れ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
後
出
の
天
和
二
年
十
二
月
六
日
条
は
、
二
日
に
わ
た
る
こ
の
規
式
の
慰
労
能
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
同
じ
く
御
恭
様
を
指
す
か
。
な
お
『
加
賀
史
料
』
第
四
編
参
照
。
老
職
と
横
山
筑
後
・
前
田
備
前
・
前
田
与
十
郎
・
奥
村
兵
部
ら
と
、
奏
者
番
組
頭
の
内
で
昨
日
役
目
の
あ
っ
た
者
が
登
城
。
ま
た
、
惣
御
小
姓
中
御
馬
廻
組
の
内
で
役
を
担
当
し
て
い
た
者
た
ち
も
見
物
を
許
さ
れ
た
。
昨
日
と
は
異
な
り
、
白
洲
で
の
見
物
人
は
な
か
っ
た
。
朝
五
つ
（
午
前
八
時
）
前
に
始
ま
り
、
暮
六
（
午
後
六
時
）
前
に
終
了
と
あ
る
。
中
入
を
ど
の
程
度
と
る
か
不
明
で
あ
る
し
、
曲
に
よ
っ
て
の
差
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
能
九
番
、
狂
言
六
番
を
十
時
間
で
催
す
と
い
う
こ
と
は
、
単
純
に
平
均
す
る
と
能
一
番
が
一
時
間
弱
、
狂
言
一
番
が
十
五
分
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
日
の
番
組
に
出
て
い
な
い
役
者
は
、
ワ
キ
の
七
郎
兵
衛
は
宮
川
七
郎
兵
衛
（
春
藤
流
・
京
都
）、
笛
の
長
九
郎
（
杉
長
左
衛
門
の
縁
者
と
思
し
き
人
物
。
【
延
宝
八
年
十
二
月
十
五
日
】2010
）、
大
鼓
の
勘
左
衛
門
は
加
藤
勘
左
衛
門
（
葛
野
流
・
金
沢
）、
太
鼓
の
円
七
は
北
村
屋
円
七
（
金
沢
）。
【
同
年
同
月
廿
三
日
】
廿
三
日　
如
来
寺
江
御
名
代
ト
シ
テ
奥
村
伊
与
参
詣
。
当
月
之
末
比
、
御
慰
能
可
被
仰
付
之
旨
、
被
仰
出
云
々
。
十
一
月
末
に
御
慰
能
を
催
す
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
記
事
。
た
だ
し
、
十
一
月
中
に
は
催
さ
れ
ず
、
次
の
十
二
月
六
日
条
が
こ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
【
天
和
二
年
十
二
月
六
日
】
六
日　
雨
降
。
先
月
十
六
、七
日
町
々
雪
一
二
寸
降
。
其
後
少
宛
降
候
へ
共
、
皆
以
消
ル
也
。
至
今
日
未
降
、
此
年
無
比
類
云
々
。
今
日
、
御
座
敷
能
被
仰
付
。　
御
姫
様
御
見
物
也
。
前
田
備
後
・
長
九
郎
左
衛
門
・
横
山
左
衛
門
・
同
筑
後
・
前
田
備
前
・
前
田
与
十
郎
・
本
多
主
殿
、
御
能
見
物
可
仕
之
旨
、
先
日
被
仰
出
、
各
登
城
。
今
日
、
諸
士
皆
以
麻
上
下
着
之
。
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御
能
組
　
　
平
四
郎
大　
社　
　
友
之
進　
　
　
五 
兵 
衛　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
は
や
う
る
し
　
　
平
四
郎
実　
盛　
　
与
平
次　
　
　
孫 
兵 
衛　
　
　
金　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛　
　
　
五
郎
兵
衛
　
　
　
ね
き
山
ぶ
し
　
　
市
十
郎
楊
貴
妃　
　
万
右
衛
門　
　
市 
之 
佑　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門
　
　
　
狐
づ
か
　
　
平
四
郎
三　
輪　
　
勘
右
衛
門　
　
仁 
兵 
衛　
　
　
金　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛　
　
　
治 
兵 
衛
　
御
中
入
　
　
市
十
郎
冨
士
太
鼓　
七
郎
兵
衛　
　
勘
左
衛
門　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣 
太 
夫
　
　
　
惣　
八
　
　
平
四
郎
住
吉
詣　
　
甚　
助　
　
　
孫 
兵 
衛　
　
　
長 
九 
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛
　
　
　
竹
の
子
　
　
左
平
次
土　
蜘　
　
友
之
進　
　
　
勘
左
衛
門　
　
　
円　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門　
　
　
五
郎
兵
衛
　
　
　
と
び
こ
へ
　
市
十
郎
融　
　
　
万
右
衛
門　
　
　
五 
兵 
衛　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛　
　
　
治 
兵 
衛
　
　
　
唐
人
ず
ま
ふ
　
　
平
四
郎
夜
討
曽
我　
　
　
　
　
　
　
市　
　
丞　
　
　
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛
鶴
拝
領
披
露
祝
儀
後
の
家
中
慰
労
能
の
記
事
。
天
和
二
年
十
一
月
十
三
・ 
十
四
日
条
に
既
出
の
役
者
が
演
じ
る
。『
寛
文
書
上
』『
享
保
六
年
書
上
』
が
と
も
に
金
春
流
の
非
初
演
曲
と
す
る
〈
住
吉
詣
〉
を
竹
田
平
四
郎
（
権
兵
衛
広
富
）
が
勤
め
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
大
蔵
庄
左
衛
門
家
同
様
に
同
家
が
大
夫
家
と
は
異
な
る
演
目
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
【
天
和
三
年
一
月
二
日
】
二
日　
風
ま
ぜ
に
雪
降
。
今
朝
大
書
院　
御
出
座
。
昨
日
御
門
当
番
之
物
頭
并
御
馬
廻
之
輩
十
組
御
礼
也
。
今
日
よ
り
、
御
の
し
め
御
半
上
下
也
。
　
今
夜
御
謡
初
也
。
酉
后
刻
大
書
院
御
出
座
。
御
熨
斗
目
御
半
上
下
也
。
御
先
立
悳
輝
也
。
上
段
下
御
着
座
被
遊
。
本
多
政
長
・
前
田
孝
貞
・
奥
村
庸
礼
・
同
栄
尚
・
前
田
直
作
・
長
時
連
・
横
山
員
次
、
御
座
之
次
之
間
御
敷
居
を
隔
御
縁
之
方
ニ
平
伏
シ
テ
座
ス
。
御
吸
物 
御
三
方 
御
盃
台
等
式
々
ニ
出
ル
。
政
長
以
下
各
吸
物 
足
打 
出
之
。
申
楽
等
兼
而　
御
目
通
ニ
□
（
相
詰
？
虫
損
）□
先
四
海
波
之
小
謡
謡
之
。
追
付
御
囃
子
初
ル
也
。
御
盃
台
、
御
敷
居
よ
り
二
ケ
間
を
去
テ
、
御
酌
扣
有
之
時
、
政
長
座
ヲ
立
テ
孝
貞
以
下
が
後
を
通
り
其
所
江
進
、
御
酌
御
盃
を
取
テ
授
之
、
政
長
拝
戴
之
ス
。　
御
手
自
御
肴
被
下
、
政
長
御
盃
を
持
て
御
縁
江
退
。
其
時
孝
貞
又
座
を
立
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テ
政
長
扣
有
之　
御
土
器
を
取
て
御
盃
台
ニ
居
之
、
御
酌
御
前
へ
上
ル
。
此
時
政
長
罷
出
、
拝
し
て
覆
座
ス
。
次
孝
貞
ニ
被
下
。
其
次
第
如
前
。
但
孝
貞
扣
有
之　
御
土
器
を
庸
礼
取
て
御
盃
台
ニ
居
ル
也
。
如
此
列
座
之
七
人
何
茂　
御
盃
被
下
之
、
皆
以
返
上
ス
。
孝
貞
当
月
々
番
ニ
付
庸
礼
以
下
　
御
盃
之
時
毎
度
孝
貞　
御
土
器
を
取
ル
。
員
次
返
上
之
節
被
返
上
之
。
御
土
器
に
有
之
御
酒
を
御
銚
子
へ
御
酌
移
之
、
此
時
御
勝
手
よ
り
二
銚
子
并
数
之
土
器
并
御
肴
出
、
御
敷
居
よ
り
三
四
ケ
間
を
隔
左
右
に
居
置
也
。
右
二
御
銚
子
へ
御
盃
之
御
銚
子
之
御
酒
を
加
也
。
此
御
銚
子
御
引
之
時
ニ
二
銚
子
左
右
へ
分
テ
捧
持
也
。
孝
貞
座
を
立
テ
御
勝
手
之
口
ニ
伺
公
。
庸
礼
・
栄
尚
同
座
を
立
テ
数
之
土
器
之
御
肴
台
之
所
へ
出
ル
。
各
座
さ
だ
ま
り
て
、
横
山
筑
後
・
前
田
備
前
・
前
田
与
十
郎
・
奥
村
兵
部
、
并
人
持
組
之
内
公
事
場
奉
行
・
奏
者
番
、
曁
御
馬
廻
・
御
小
将
等
之
頭
・
御
徒
頭
・
御
用
人
・
御
次
伺
公
之
物
頭
等
両
人
宛
罷
出
、
御
流
頂
戴
之
。
御
肴
庸
礼
・
栄
尚
授
之
。
畢
而
竹
田
平
四
郎
江
御
小
袖
三
御
目
録
ニ
て
被
下
之
。
此
御
目
録
即
於
御
目
通
孝
貞
授
之
。
其
趣
を
披
露
之
。
畢
而
政
長
へ
御
会
尺
有
て
御
退
座
也
。
御
盃
御
流
頂
戴
之
輩
并
御
配
膳
之
御
小
将
皆
以
長
袴
也
。　
御
囃
子
　
　
竹
田
平
四
郎
弓
八
幡　
　
　
　
　
　
　
大　
市 
之 
佑　
　
　
太　
金　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小　
宇
右
衛
門　
　
　
笛　
長
左
衛
門
　
　
諸
橋
市
十
郎
東　
北　
　
　
　
　
　
　
金
春
三
郎
右
衛
門　
　
　
　
治 
兵 
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次　
郎　
兵　
衛
　
　
平
四
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁 
兵 
衛　
　
　
　
　
　
　
太
左
衛
門
猩
々
切　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
長
左
衛
門
弓
八
幡
・
東
北
畢
而
小
謡
謡
之
。
御
流
済
之
時
分
ニ
猩
々
切
平
四
郎
仕
舞
之
也
。
前
二
番
ハ
仕
舞
ハ
無
之
。
謡
初
の
詳
細
な
作
法
を
伝
え
る
記
事
。
ま
ず
午
後
六
時
頃
に
藩
主
前
田
綱
紀
が
大
書
院
へ
出
座
し
、
家
老
・
本
多
政
長
や
大
年
寄
・
前
田
孝
貞
を
は
じ
め
と
す
る
重
臣
も
次
の
間
に
平
伏
し
て
座
す
。
吸
物
や
盃
台
が
規
式
通
り
に
出
さ
れ
、
能
役
者
が
〈
四
海
波
〉（
能
〈
高
砂
〉
の
一
節
）
の
小
謡
を
謡
う
。
や
が
て
囃
子
が
始
ま
る
。
本
多
政
長
が
座
を
立
っ
て
藩
主
の
御
前
に
進
み
、
手
ず
か
ら
酒
肴
を
与
え
ら
れ
、
退
く
の
と
入
れ
違
い
に
前
田
孝
貞
が
進
み
出
で
、
政
長
の
用
い
た
土
器
を
盃
台
に
据
え
て
藩
主
よ
り
酌
を
受
け
る
。
終
わ
る
と
奥
村
庸
礼
以
下
の
五
名
に
も
同
様
の
手
順
で
酒
が
下
さ
れ
、
飲
み
干
し
た
盃
を
返
上
す
る
。
こ
の
盃
は
月
番
の
前
田
孝
貞
が
取
り
、
七
人
全
員
が
済
ん
で
か
ら
御
前
へ
お
返
し
す
る
。
次
に
土
器
に
あ
る
酒
を
御
銚
子
へ
移
す
と
き
、
勝
手
よ
り
銚
子
や
肴
等
が
出
さ
れ
、
横
山
筑
後
以
下
の
面
々
が
二
人
ず
つ
罷
り
出
て
御
流
れ
を
頂
戴
す
る
。
竹
田
平
四
郎
が
こ
こ
で
〈
猩
々
〉
キ
リ
の
舞
囃
子
を
舞
う
。
終
わ
る
と
竹
田
平
四
郎
に
小
袖
三
枚
が
目
録
で
下
さ
れ
、
前
田
孝
貞
が
そ
れ
を
授
け
、
藩
主
が
退
出
し
て
終
わ
る
。
正
式
な
作
法
に
あ
た
る
江
戸
城
の
謡
初
は
、
観
世
大
夫
の
〈
四
海
波
〉
で
始
ま
り
、〈
老
松
〉〈
東
北
〉〈
高
砂
〉
の
居
囃
子
が
奏
せ
ら
れ
、〈
弓
矢
立
合
〉
の
相
舞
で
終
わ
り
、
最
後
に
将
軍
が
肩
衣
を
観
世
大
夫
へ
脱
ぎ
与
え
る
と
い
う
も
の
。
加
賀
藩
で
〈
四
海
波
〉
や
小
袖
の
下
賜
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
規
式
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、〈
猩
々
〉
の
キ
リ
を
舞
う
点
は
江
戸
城
と
― 30―
は
異
な
り
、
他
の
記
録
が
記
し
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
、
特
殊
な
例
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
（
前
年
の
同
藩
で
は
仕
舞
あ
り
。
前
出
）。
同
様
の
例
は
な
い
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
対
馬
藩
江
戸
藩
邸
で
書
か
れ
た
「
毎
日
記
」（
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
元
禄
八
年
一
月
二
日
条
に
は
、「
小
謡
一
番
謡
之
。
引
続
而
高
砂
之
囃
子
初
ル
。
半
弥
舞
之
。（
中
略
）
東
北
之
囃
子
初
ル
。
左
源
太
舞
之
。（
中
略
）
御
松
囃
子
相
勤
候
役
者
ニ
は
御
流
被
下
之
。
此
間
小
謡
う
た
ひ
続
ル
。（
中
略
）
相
済
而
田
村
之
囃
子
出
ル
。
半
弥
舞
之
。」
と
あ
り
、
三
番
と
も
舞
囃
子
を
舞
っ
て
い
る
（
元
禄
九
年
も
同
じ
）。
他
に
も
藩
主
が
自
ら
謡
っ
た
り
、
五
曲
上
演
し
て
い
る
南
部
藩
の
例
な
ど
も
あ
る
か
ら
、
諸
藩
の
謡
初
は
、
各
藩
の
慣
例
や
藩
主
の
意
向
を
反
映
し
た
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
形
式
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
出
演
し
た
役
者
は
い
ず
れ
も
加
賀
藩
の
抱
え
役
者
で
あ
る
。
彼
ら
や
藩
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引
能
楽
記
事
稿
（
二
）」
（『
演
劇
映
像
学
2
0
1
0
』
第
四
集
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
【
天
和
三
年
四
月
廿
八
日
】
廿
八
日　
天
晴
。
今
日　
公
家
衆
御
馳
走
之
御
能
有
之
付
、
月
次
之
御
出
仕
無
之
。
此
段
昨
夕
奉
書
到
来
。
　
今
日
増
上
寺
御
参
詣
也
御
長
袴
。
其
よ
り
御
宿
坊
江
被
為
寄
、
御
半
上
下
被
為
召
替
、
保
科
肥
後
守
様
、
大
蔵
大
輔
様
、
飛
騨
守
様
江
被
成
御
座
。
江
戸
城
で
公
家
衆
御
馳
走
能
が
催
さ
れ
る
た
め
、
江
戸
城
へ
の
月
次
の
出
仕
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
記
事
。
加
賀
藩
の
催
し
で
は
な
く
、
幕
府
に
よ
る
も
の
だ
が
、
能
楽
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
紹
介
す
る
。
毎
月
二
十
八
日
は
出
仕
の
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
在
府
の
大
名
は
江
戸
城
に
登
城
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
日
の
夕
方
江
戸
城
よ
り
奉
書
が
届
き
、
出
仕
の
中
止
が
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
公
家
衆
馳
走
能
は
、『
徳
川
実
紀
』（
国
史
大
系
）
に
よ
る
と
、
四
月
八
日
条
に
「
さ
る
六
日　
　
霊
位
遷
座
初
夜
行
は
れ
。
七
日
後
夜
天
眞
法
親
王
勤
行
。
萬
部
開
白
門
跡
尭
恕
法
親
王
導
師
つ
か
ふ
ま
つ
ら
れ
。
…
…
」
と
、
同
年
四
月
に
日
光
山
で
行
わ
れ
た
、
嚴
有
院
殿
（
徳
川
家
光
）
の
霊
廟
遷
座
に
参
加
し
た
尭
恕
入
道
親
王
（
一
六
四
〇
〜
一
六
九
五
、
後
水
尾
天
皇
の
第
十
皇
子
）
ら
を
饗
応
す
る
も
の
で
、
同
月
二
十
七
日
条
に
は
「
廿
七
日
妙
法
院
門
跡
尭
恕
法
親
王
。
并
に
公
卿
山
よ
り
参
着
あ
り
け
れ
ば
。
堀
田
筑
前
守
正
俊
慰
労
の
御
使
に
ま
か
る
。
高
家
畠
山
飛
騨
守
義
里
こ
れ
に
そ
ひ
た
り
。」
と
、
前
日
の
二
十
七
日
に
親
王
た
ち
が
江
戸
に
赴
い
て
い
る
。
そ
し
て
当
日
の
二
十
八
日
条
に
は
、「
廿
八
日
公
卿
。
門
跡
饗
応
猿
楽
あ
り
。
楽
は
翁
。
三
番
叟
。
大
社
。
箙
。
龍
田
。
熊
坂
。
融
。
狂
言
二
番
。
寶
槌
。
茶
壺
。
能
始
は
少
老
秋
元
摂
津
守
喬
元
。
纏
頭
は
奏
者
番
松
平
備
前
守
正
久
役
す
。」
と
、
翁
付
で
能
五
番
、
狂
言
二
番
の
饗
応
能
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
月
次
の
出
仕
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
綱
紀
は
こ
の
日
、
増
上
寺
へ
参
詣
し
、
そ
の
後
は
親
戚
の
保
科
家
や
、
分
家
の
越
中
富
山
藩
・
大
聖
寺
藩
前
田
家
の
各
江
戸
藩
邸
を
訪
問
し
た
。
【
天
和
三
年
七
月
条
】
六
日　
昨
日
御
側
衆
之
内
、
板
倉
市
正
殿
重
大
依
御
老
年
御
役
被
辞
之
。
則
御
免
除
之
由
云
々
。
右
為
御
代
大
久
保
佐
渡
守
殿
被
召
仰
之
云
々
。
　
金
剛
座
幸
藤
太
郎
与
申
者
、
名
ヲ
伊
藤
甚
右
衛
門
与
被
改
之
、
二
丸
衆
ニ
被　
仰
付
之
、
御
切
米
百
五
十
俵
被
下
之
云
々
。
七
月
五
日
に
側
衆
の
板
倉
市
正
重しげ
も
と大
が
老
年
（
六
十
六
歳
）
の
た
め
役
目
を
辞
し
た
。
翌
六
日
、
留
守
居
を
務
め
て
い
た
大
久
保
佐
渡
守
忠
高
が
側
衆
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
金
剛
座
の
幸
藤
太
郎
が
伊
藤
甚
右
衛
門
と
名
を
改
め
、
二
之
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丸
衆
に
命
ぜ
ら
れ
、
切
米
百
五
十
俵
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。
『
菅
綱
記
』（『
加
賀
藩
史
料
』
第
四
編
所
収
）
に
「
是
散
楽
役
者
士
列
に
入
る
の
始
也
」
と
あ
り
、
江
戸
幕
府
開
闢
以
来
は
じ
め
て
、
幸
藤
太
郎
と
い
う
能
役
者
が
、
将
軍
綱
吉
に
武
士
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。
前
田
家
と
し
て
も
、
こ
の
稀
有
な
事
例
が
印
象
深
か
っ
た
の
で
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
能
役
者
時
代
の
金
剛
座
幸
藤
太
郎
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
、
わ
ず
か
に
『
薪
能
番
組
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
）
に
記
事
が
み
ら
れ
る
。『
薪
能
番
組
』
は
、
奈
良
町
奉
行
所
の
与
力
玉
井
与
左
衛
門
定
時
の
編
と
認
め
ら
れ
る
興
福
寺
薪
猿
楽
の
番
組
で
あ
る
。
こ
の
番
組
に
、
幸
藤
太
郎
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
二
月
、〈
柏
崎
〉〈
朝
長
〉、
翌
九
年
二
月
、〈
梅
枝
〉〈
鵜
飼
〉〈
養
老
〉、
そ
し
て
最
後
に
祝
言
能
と
し
て
「
金
札
」
に
、
い
ず
れ
も
「
シ
テ
」
と
し
て
出
演
し
て
い
る
。
廿
二
日　
雨
降
。
林
春
常
門
弟
林
春
先
被　
召
出
之
。
於　
御
座
間
御
目
見
、
鳥
目
百
疋
献
之
。
不
破
彦
三
披
露
之
。
林
春
常
（
林
鳳
岡
）
の
門
弟
林
春
先
が
、
儒
者
と
し
て
藩
侯
綱
紀
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
に
関
す
る
記
事
。
御
座
間
に
て
春
先
は
綱
紀
に
御
目
見
え
を
賜
り
、
鳥
目
百
疋
を
献
じ
た
こ
と
が
、
加
賀
藩
人
持
組
の
一
家
で
あ
る
不
破
彦
三
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た
。
廿
五
日　
天
晴
。（
中
略
）
頃
日
、
楽
人
上
左
兵
衛
剃
髪
被　
仰
付
、
被
改
名
於
辻
春
達
、
日
記
役
ニ
被　
仰
付
云
々
。
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
正
月
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
九
月
ま
で
の
『
柳
営
日
次
記
』（
内
閣
文
庫
本
）
が
欠
本
な
の
で
、
楽
人
上
左
兵
衛
に
つ
い
て
は
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜　
第
二
十
二
』
や
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』（『
徳
川
実
紀　
第
五
篇
』）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
参
照
し
た
。
楽
人
上
左
兵
衛
高
政
は
紅
葉
山
の
楽
人
で
あ
っ
た
。
林
家
に
入
門
し
儒
学
を
学
ん
で
い
た
が
、
天
和
三
年
七
月
二
十
二
日
、
将
軍
綱
吉
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
儒
者
に
列
し
、
米
二
百
俵
を
賜
わ
り
、
剃
髪
し
て
辻
春
達
と
名
を
改
め
た
。
侍
医
坂
実
庵
宗
真
、
大
膳
亮
庵
道
彛
等
と
共
に
土
圭
間
に
て
日
記
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
記
事
。
【
天
和
三
年
八
月
条
】
九
日　
天
晴
。
保
科
肥
後
守
様
正
信
江
御
招
請
ニ
ヨ
テ
被
成
御
座
、
御
出
辰
刻
少
已
前
御
帰
館
酉
后
刻
也
。
是
御
家
督
以
後
初
而
也
。
御
招
待
也
。
仍
御
能
七
番
御
興
行
云
々
。
前
田
右
近
大
夫
殿
、
同
又
兵
衛
殿
、
小
堀
土
佐
守
殿
等
、
御
相
伴
之
由
云
々
。
保
科
正
信
（
正まさ
か
た容
）
は
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
二
月
、
十
一
歳
と
い
う
若
さ
で
会
津
藩
主
の
家
督
を
相
続
し
た
。
家
督
相
続
後
初
め
て
藩
侯
綱
紀
が
招
請
饗
応
さ
れ
、
御
能
七
番
が
興
行
さ
れ
た
。
こ
の
招
請
饗
応
に
は
、
加
賀
藩
の
藩
祖
前
田
利
家
の
孫
で
上
野
国
七なぬ
か
い
ち
日
市
藩
の
二
代
藩
主
前
田
右
近
大
夫
（
利とし
意もと
）
と
そ
の
弟
の
御
小
姓
組
番
頭
前
田
又
兵
衛
（
孝たか
の
り矩
）、
旗
本
小
堀
土
佐
守
政
貞
等
も
同
行
し
、
相
伴
に
預
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
藩
侯
綱
紀
が
招
請
饗
応
を
受
け
た
理
由
や
「
御
能
七
番
御
興
行
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、『
加
賀
藩
史
料
』
や
『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
な
ど
に
も
記
載
が
な
い
の
で
、
詳
し
い
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
十
日　
天
晴
。
今
暁
稲
葉
丹
後
守
殿
御
発
足
云
々
。
依
之
御
使
者
被
遣
之
。
去
二
日
、
於
幕
府
御
能
有
之
。
是
、
丹
後
守
殿
御
餞
別
之
儀
歟
云
々
。
公
方
様
カ
ン
タ
ン
ト
猩
々
乱
被
遊
、
阿
部
豊
後
殿
舟
弁
慶
、
其
外
御
側
之
衆
被
勤
也
。
役
者
ハ
不
罷
出
由
風
聞
也
。
其
後
、
御
手
自
御
羽
織
被
拝
領
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之
。
又
昨
日
、
御
前
江
被
召
御
懇
之　
上
意
云
々
。
凡
、
規
模
之
御
仕
合
云
々
。
小
田
原
藩
主
で
京
都
所
司
代
に
就
任
し
て
い
た
稲
葉
丹
後
守
正
往
は
、
本
日
早
朝
、
京
都
へ
帰
還
す
る
た
め
江
戸
を
出
立
し
た
。
稲
葉
正
往
の
上
洛
が
近
く
な
る
と
、
そ
の
餞
別
と
し
て
八
月
二
日
、
江
戸
城
で
奥
能
が
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
将
軍
綱
吉
自
ら
〈
邯
鄲
〉〈
猩
々
乱
〉
を
披
露
し
、
老
中
阿
部
豊
後
守
正
武
が
〈
舟
弁
慶
〉
を
勤
め
た
。
そ
の
他
も
側
衆
が
勤
め
能
役
者
は
出
演
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
日
後
の
八
月
五
日
、
稲
葉
正
往
か
ら
綱
吉
に
「
洛
中
外
の
図
の
屏
風
一
双
」
が
献
上
さ
れ
た
。（『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』（『
徳
川
実
紀　
第
五
篇
』）
八
月
七
日
に
は
、
稲
葉
正
往
は
綱
吉
が
着
用
し
て
い
た
羽
織
を
拝
領
し
、
昨
九
日
に
は
、
将
軍
家
に
召
し
出
さ
れ
、
親
し
く
餞
別
の
辞
を
賜
っ
た
が
、
甚
だ
名
誉
の
次
第
と
さ
れ
た
。
【
天
和
三
年
九
月
条
】
二
日　
雨
降
。
未
后
刻　
御
奉
書
到
来
。〈
大
久
保
加
賀
守
殿
、
阿
部
豊
後
守
殿
、
御
連
署
也
。
戸
田
山
城
守
殿
ハ
忌
中
ニ
付
、
連
署
無
之
。〉
明
後
四
日
於
二
ノ
丸
御
能
被　
仰
付
候
間
、
可
有
御
見
物
之
旨　
上
意
之
由
被
載
之
。
即
被
呈
御
請
、
追
付
為
御
礼
御
登　
城
。
御
城
よ
り
筑
前
守
殿
、
山
城
守
殿
、
大
久
保
加
賀
守
殿
、
阿
部
豊
後
守
殿
、
牧
野
備
後
守
殿
江
被
成
御
座
。
酉
中
刻
御
帰
館
。（
下
略
）
三
日　
晴
。
四
日　
天
顔
快
晴
。
今
暁
寅
中
刻
御
登
城
常
之
御
小
袖
御
半
上
下
。
直
二
之
丸
江
御
出
仕
。
二
之
丸
御
門
よ
り
内
江
侍
一
人
御
供
也
。
其
余
ハ
御
門
之
外
ニ
居
ル
。〈
朝
ハ
永
井
伝
七
郎
。
昼
よ
り
藤
田
平
兵
衛
ト
代
、
又
暫
野
村
与
三
兵
衛
ト
平
兵
衛
代
。
惣
御
供
之
輩
朝
よ
り
昼
迄
ト
昼
よ
り
御
帰
迄
ト
二
代
ニ
代
ル
。〉
今
日
、
甲
府
様
并
御
三
人
方
之
外
ハ
松
平
讃
岐
守
殿
、
保
科
肥
後
守
様
、
扨
ハ
御
譜
代
衆
、
御
詰
衆
等
ニ
て
諸
大
名
方
之
内
登　
城
之
衆
無
之
。
御
能
御
見
物
且
又
御
饗
膳
之
節
、
御
三
人
方
御
同
席
之
由
。
〈
甲
府
様
、
尾
張
中
納
言
様
、
水
戸
宰
相
様
、
紀
伊
中
将
様
、
水
戸
少
将
様
也
。〉
御
料
理
之
上
、
牧
野
備
後
守
殿
御
出
。　
上
意
之
由
ニ
て
勧
盃
之
儀
有
之
。
備
後
殿
、
綱
ノ
小
謡
被
謡
、
尾
張
黄
門
、
水
戸
相
公
ヲ
初
、
各
御
謡
有
之
由
。
今
日
両
度　
御
目
見
、
其
上
御
懇
之
上
意
有
之
云
々
。
　
　
御
能
組
　
　
　
喜
多
七
大
夫
　
玉　
井
　
　
　
同
　
巴
　
　
　
保
生
将
監
　
姨　
捨
　
　
　
今
春
八
郎
　
道
成
寺
　
　
　
金
剛
又
兵
衛
　
小
鍛
冶
　
　
　
保
生
九
郎
　
石　
橋
　
　
　
将
監
　
乱
御
能
未
后
刻
相
済
之
由
。
御
帰
館
申
中
刻
過
也
。
今
日
、
折
ニ
て
も
桧
重
ニ
て
も
可
有
御
献
上
哉
之
趣
、
昨
日
筑
前
守
殿
江
御
相
談
被
仰
遣
候
処
、
御
無
用
ニ
可
被
成
旨
被
仰
越
。
仍
御
献
上
物
無
之
。
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江
戸
城
二
之
丸
に
お
け
る
演
能
に
関
す
る
記
録
。
九
月
二
日
に
奉
書
が
届
き
、
綱
紀
も
招
か
れ
た
。
四
日
の
演
能
当
日
の
御
供
の
者
達
の
行
動
や
、
見
物
の
面
々
の
名
、
ま
た
翌
日
の
御
礼
に
至
る
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。〈
玉
井
・
巴
〉
を
舞
っ
て
い
る
喜
多
七
大
夫
は
宗
能
、〈
姨
捨
〉
と
〈
乱
〉
の
保
生
将
監
は
宝
生
九
郎
暢
栄
、〈
道
成
寺
〉
の
今
春
八
郎
は
金
春
元
信
。
金
剛
又
兵
衛
（
長
頼
）
所
演
〈
小
鍛
冶
〉
は
、
後
か
ら
追
記
さ
れ
た
ら
し
く
、
他
よ
り
小
字
で
行
間
に
書
か
れ
て
い
る
。
保
生
九
郎
（
友
春
）
所
演
の
〈
石
橋
〉
は
、
江
戸
期
の
喜
多
流
以
外
で
は
初
め
て
の
同
曲
の
上
演
記
録
で
あ
る
。
こ
の
演
能
に
つ
い
て
綱
紀
は
将
軍
へ
の
進
物
を
気
に
か
け
、
事
前
に
筑
前
守
に
、
折
に
し
て
も
桧
重
し
て
も
、
献
上
す
べ
き
か
ど
う
か
と
相
談
し
た
が
、
無
用
だ
ろ
う
と
助
言
さ
れ
て
い
る
。『
徳
川
実
紀
』
の
こ
の
演
能
に
関
す
る
記
事
を
見
る
と
、「
三
家
並
に
綱
豊
卿
よ
り
は
。
杉
重
一
組
づ
ゝ
献
ぜ
ら
る
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
同
様
の
配
慮
が
必
要
か
否
か
、
綱
紀
は
悩
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
六
日　
天
陰
聊
雨
洒
。
卯
下
剋
御
上
屋
鋪
江
被
成
御
座
也
。
今
日
上
使
有
之
ニ
付
也
。
　
公
方
様
よ
り
為
重
陽
之
御
祝
儀
、
御
服
并
御
肴
被
進
之
。
上
使
御
広
式
御
番
頭
松
平
所
左
衛
門
殿
与
申
仁
也
。
御
饗
膳
等
如
例
。
上
使
御
退
去
之
後
、
為
御
礼
、
御
老
中
方
江
被
御
座
。
午
下
剋
御
帰
館
。
　
今
朝
、
御
肴
一
種
被
献
営
中
。
且
又
御
老
中
方
へ
同
一
種
被
遣
之
。
今
夜
有
合
候
物
頭
以
上
并
当
番
之
頭
並
之
面
々
江
御
料
理
被
下
之
。
於
御
料
理
之
間
也
。
着
座
之
輩
ハ
、
奥
村
壱
岐
、
横
山
筑
後
、
奥
村
兵
部
、
不
破
彦
三
、
野
村
与
三
兵
衛
、
近
藤
新
左
衛
門
、
野
村
伊
兵
衛
、
藤
田
八
郎
兵
衛
、
不
破
平
左
衛
門
、
山
崎
治
部
右
衛
門
、
戸
田
与
一
郎
、
和
田
小
右
衛
門
、
吉
田
左
門
、
宮
井
太
郎
右
衛
門
也
。
諸
事
御
奉
行
者
多
賀
新
左
衛
門
并
藤
田
平
兵
衛
、
永
井
伝
九
郎
、
有
賀
甚
六
郎
、
稲
垣
三
郎
兵
衛
也
。
給
仕
ハ
当
番
ノ
表
御
小
将
大
御
小
将
并
新
番
之
輩
、
袴
迄
也
。
着
座
之
面
々
も
裏
付
上
下
也
。
　
於
御
居
間
、
今
日
御
拝
領
之
御
肴
ノ
御
吸
物
御
頂
戴
之
。
畢
而
右
之
面
々
頂
戴
被　
仰
付
也
。
藤
田
永
井
以
下
四
人
之
輩
為
御
使
罷
出
、
壱
岐
筑
後
等
着
座
之
輩
江
御
諚
之
趣
述
之
ニ
て
、
其
後　
表
御
居
間
よ
り
御
出
、
御
襖
障
子
明
之
、　
御
目
見
何
茂
御
酒
拝
可
申
旨
段
々
御
諚
有
之
由
、
依
之
壱
岐
初
各
土
器
ニ
て
数
廻
ニ
及
、
各
小
謠
等
有
之
。
御
拝
領
之
。
右
畢
而
、
壱
岐　
御
居
間
江
被
召
授
御
拝
領
之
御
服
一　
御
手
自
被
下
之
。
御
諚
之
趣
ハ
依
不
令
承
知
不
記
之
。
畢
而
ノ
後
、
多
賀
并
藤
田
以
下
之
輩
於
蔦
之
間
御
料
理
被
下
之
云
々
。
将
軍
か
ら
重
陽
の
祝
儀
を
賜
っ
た
こ
と
に
伴
う
家
中
で
の
祝
宴
の
記
録
。
家
臣
に
盃
が
廻
る
時
、
小
謠
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
【
天
和
三
年
十
月
十
三
日
】
十
三
日　
天
陰
。
今
日
御
拝
領
之
鶴
御
披
也
。
午
后
刻
肥
後
守
様
御
出
。
御
相
伴
阿
部
摂
津
守
殿
、
保
科
兵
部
殿
也
。
此
外
被
仰
遣
衆
御
隙
入
等
有
之
由
ニ
而
、
此
御
両
輩
斗
也
。
御
勝
手
へ
大
学
様
、
前
田
又
兵
衛
殿
、
溝
口
帯
刀
殿
、
横
山
左
門
殿
、
竹
田
法
印
等
也
。
　
肥
後
守
様
御
饗
応
於
大
書
院
也
。
御
盃
之
節
、
御
囃
子
有
之
。
　
　
七
大
夫
老　
松　
　
　
　
大　
今
春
三
郎
衛
門　
　
　
太　
観
世　
左
吉
　
　
　
　
　
　
　
小　
幸
清
次
郎　
　
　
笛　
六
郎
左
衛
門
　
　
　
同
ば
せ
を　
　
　
　
　
　
葛
野
一
郎
兵
衛　
　
　
春
日
市
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸　
　
清　
六
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市
十
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
市
之
丞　
　
　
藤
井
太
左
衛
門
祝　
言
猩
々
切
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
惣
大
夫　
　
　
六 
郎 
左 
衛 
門
奥
村
壱
岐
、
横
山
筑
後
、
奥
村
兵
部
、
多
賀
新
左
衛
門
、
御
座
敷
へ
被
召
。
肥
後
守
様
御
盃
被
下
之
。
大
学
様
御
座
敷
御
出
、
各
ヘ
御
対
顔
也
。
今
日
大
学
様
於
表
御
居
間
御
料
理
出
ル
。
吉
村
宗
利
御
相
伴
。
其
外
御
勝
手
衆
ハ
小
書
院
ノ
御
勝
手
ニ
て
御
料
理
出
ル
。
去
る
十
月
二
日
に
拝
領
し
た
鶴
を
披
露
す
る
宴
席
の
記
録
。
保
科
肥
後
守
を
饗
応
す
る
酒
席
で
居
囃
子
が
奏
さ
れ
た
。
太
鼓
方
藤
井
太
左
衛
門
は
藤
本
太
左
衛
門
の
誤
記
。
観
世
流
で
江
戸
在
住
の
藩
役
者
。
六
郎
左
衛
門
は
一
噌
流
三
世
。
鷹
狩
の
獲
物
の
鶴
を
披
露
す
る
江
戸
で
の
同
様
の
宴
の
記
録
は
、
本
日
記
の
天
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に
も
見
え
る
（「『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引
能
楽
記
事
稿
（
三
）」〔『
演
劇
映
像
学
2
0
1
1
』
第
四
集
〕
参
照
）。
両
年
の
事
例
を
比
較
す
る
と
、
天
和
元
年
の
ほ
う
が
、
鶴
を
拝
領
し
て
か
ら
宴
会
が
催
さ
れ
る
迄
の
期
間
が
長
い
、
招
待
客
が
多
い
、
ま
た
床
飾
り
の
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
す
な
ど
、
入
念
な
準
備
を
も
っ
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
宴
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
天
和
三
年
十
一
月
条
】
廿
八
日　
天
晴
風
烈
。
昨
日
御
屋
敷
御
拝
領
為
御
礼
、
筑
前
殿
・
豊
後
殿
・
加
賀
殿
・
山
城
殿
・
備
後
殿
へ
被
成
御
座
。
其
よ
り
御
出
仕
也
。
御
屋
敷
御
拝
領
之
御
礼
、
先
ハ
御
登
城
に
不
及
旨
、
昨
日
豊
後
殿
被
仰
候
由
也
。
今
日
御
城
よ
り
直
ニ
御
中
屋
敷
へ
御
帰
館
也
。
御
城
内
御
供
ニ
ハ
藤
田
平
兵
衛
、
平
岡
五
左
衛
門
、
並
予
参
候
也
。
　
今
日
仙
渓
院
様
被
為
入
。
当
御
参
勤
以
後
初
而
也
。
御
迎
ニ
藤
田
八
郎
兵
衛
被
遣
之
。
　
頃
日
横
山
筑
後
乗
輿
之
儀
、
御
老
中
迄
御
願
、
則
御
免
許
也
。
去
比
壱
岐
御
免
之
通
、
筑
後
誓
文
状
、
御
目
付
中
へ
も
出
之
。
且
被
添
御
直
書
也
。
廿
九
日　
天
陰
。
仙
渓
院
様
御
慰
と
し
て
御
座
敷
能
被
仰
付
。
表
御
居
間
を
被
定
御
見
物
所
、
御
料
理
之
間
之
内
を
以
舞
台
に
被
仰
付
也
。
御
家
中
之
面
々
も
見
物
被
仰
付
、
蔦
之
間
よ
り
御
料
理
之
間
へ
通
伺
公
。
皆
布
衣
麻
上
下
着
之
。
仙
渓
院
様
御
料
理
、
奥
御
料
理
之
間
よ
り
出
ル
。
藤
田
平
兵
衛
、
有
賀
甚
六
郎
、
並
千
秋
半
右
衛
門
、
伊
藤
甚
右
衛
門
、
奉
行
之
。
御
能
組
　
　
市
十
郎　
　
　
　
　
加　
茂　
　
六
郎
次
郎　
　
市　
之　
佑　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣　
太　
夫　
　
　
平
右
衛
門
　
　
　
三
本
の
柱　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
　
　
七
大
夫
実　
盛　
　
久
兵
衛　
　
　
三　
　
　
助　
　
　
左　
　
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
郎
右
衛
門　
　
　
平
右
衛
門
　
　
　
う
つ
ぼ
ざ
る　
　
　
　
　
同　
　
人
　
　
同
野
々
宮　
　
六
郎
次
郎　
　
一　
郎　
兵　
衛　
　
　
市
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清　
　
　
六
　
　
　
御
中
入
　
　
七
大
夫　
　
　
西
行
桜　
　
六
郎
次
郎　
　
　
三
郎
右
衛
門　
　
左　
　
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清　
　
　
六　
　
市
右
衛
門
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せ
つ
ぶ
ん　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
　
　
市
十
郎
大　
会　
　
久
兵
衛　
　
　
　
勘
左
衛
門　
　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣 
大 
夫　
　
　
平
右
衛
門
　
　
七
大
夫
小　
督　
　
六
郎
次
郎　
　
　
一
郎
兵
衛　
　
　
左　
　
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清　
　
六　
　
　
市
右
衛
門
　
　
　
子
盗
人　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
　
　
七
大
夫
善
知
鳥　
　
六
郎
次
郎　
　
　
勘
左
衛
門　
　
　
平
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣 
大 
夫
　
　
同
熊　
坂　
　
久
兵
衛　
　
　
　
三
郎
右
衛
門　
　
太
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
郎
右
衛
門　
　
平
右
衛
門
　
　
五
半
時
初
り
七
半
時
相
済
也
保
科
正
経
（
会
津
藩
二
代
藩
主
・
天
和
元
年
十
月
三
日
逝
去
）
の
正
室
仙
渓
院
（
加
賀
中
納
言
前
田
利
常
娘
、
久
萬
姫
）
の
為
に
催
さ
れ
た
座
敷
能
。
仙
渓
院
は
二
十
八
日
城
中
へ
入
り
、
そ
れ
を
藤
田
八
郎
兵
衛
が
迎
え
た
（
二
十
八
日
条
）。
表
御
居
間
を
見
物
所
に
定
め
、
御
料
理
の
間
の
内
に
舞
台
を
設
け
た
。
家
中
の
面
々
も
布
衣
麻
上
下
を
着
し
伺
候
し
た
。
仙
渓
院
へ
奥
御
料
理
の
間
よ
り
料
理
が
供
さ
れ
、
そ
の
役
を
藤
田
平
兵
衛
、
有
賀
甚
六
郎
、
千
秋
半
右
衛
門
、
伊
藤
甚
右
衛
門
が
勤
め
た
。
能
組
は
、〈
加
茂
〉〈
実
盛
〉〈
野
々
宮
〉〈
西
行
桜
〉〈
大
会
〉〈
小
督
〉〈
善
知
鳥
〉〈
熊
坂
〉
の
能
八
番
と
、〈
三
本
柱
〉〈
靫
猿
〉〈
節
分
〉〈
子
盗
人
〉
の
狂
言
四
番
で
あ
る
。
シ
テ
方
は
、
諸
橋
市
十
郎
（
金
沢
役
者
で
一
時
喜
多
流
と
な
っ
た
ら
し
い
が
当
時
は
金
春
流
で
あ
っ
た
ろ
う
）
と
喜
多
七
大
夫
（
四
座
役
者
）
の
二
人
が
勤
め
、
春
喜
二
流
の
立
合
と
な
っ
て
い
る
。
市
十
郎
が
二
番
、
七
大
夫
が
六
番
シ
テ
を
勤
め
た
。
ワ
キ
方
は
、
春
藤
六
郎
次
郎
、
久
兵
衛
が
勤
め
た
。
笛
方
は
、
市
右
衛
門
（
春
日
流
四
世
市
右
衛
門
道
清
）、
平
右
衛
門
、
小
鼓
方
は
、
加
藤
惣
大
夫
、
九
郎
右
衛
門
、
幸
清
六
、
大
鼓
方
は
、
加
藤
市
之
丞
、
加
藤
勘
左
衛
門
（
細
工
職
人
）、
一
郎
兵
衛
（
葛
野
流
）、
三
郎
右
衛
門
（
金
春
三
郎
右
衛
門
）、
太
鼓
方
は
、
左
吉
（
観
世
左
吉
重
治
）、
藤
本
太
左
衛
門
が
勤
め
た
。
狂
言
は
、
鷺
流
十
四
世
鷺
仁
右
衛
門
政
之
が
四
番
と
も
シ
テ
を
勤
め
た
。
開
始
が
午
前
九
時
頃
（
五
つ
半
）
で
、
終
了
が
午
後
五
時
頃
（
七
つ
半
）
と
あ
り
、
中
入
り
を
挟
ん
で
約
八
時
間
に
及
び
催
さ
れ
た
。
翌
十
二
月
一
日
昼
に
仙
渓
院
は
帰
り
、
そ
の
際
羽
二
重
二
十
疋
を
進
上
し
た
（
十
二
月
一
日
条
）。
